
№ 指定 資料名 作者 年代 形状 材質・技法 所蔵者 展示期間

第１章　佛通寺の創建

1 達磨半身図 遂翁元盧筆 江戸時代 軸装 紙本墨画 佛通寺

2 禅宗歴代列祖図　第５ 寛延２年（1749） 軸装 紙本著色 佛通寺

3 佛通禅師頂相 江戸時代 軸装 絹本著色 佛通寺

写真
パネル

◎ 絹本著色即休契了像 原本：自賛 原本：中国・元時代 原本：天寧寺
画像提供：福知山市教育委員会

4 佛通禅師墨蹟 中国・元時代 軸装 紙本墨書 佛通寺

5 即休契了禅師拾遺集 東陽元智写 江戸時代 冊子 紙本墨書 佛通寺

6 金山寺図 狩野安信筆 寛永17年（1640） 軸装 紙本墨画淡彩 佛通寺

写真
パネル

金山寺図
原本：
雪舟等楊（款）

原本：室町時代
原本：個人

画像提供：東京国立博物館

写真
パネル

育王山図 原本：狩野安信筆 原本：寛永17年（1640） 原本：佛通寺

7 ◎ 絹本著色大通禅師像 自賛 室町時代 軸装 絹本著色
佛通寺

（当館寄託）
前期

8 大通禅師頂相写
絵：藤原信広
賛：妙峰玄実

江戸時代 軸装 紙本著色 佛通寺 後期

9 □
愚中周及禁制
（佛通寺文書のうち）

応永13年（1406） 板 板陰刻
佛通寺

（当館寄託）

10 佛通寺境内図 江戸時代 額 紙本墨画 佛通寺

11 □
愚中周及規式
（佛通寺文書のうち）

応永14年（1407） 軸装 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

12 寄付状之事 文政８年（1825） 一紙 紙本墨書 佛通寺

13 ◎ 紙本墨書大通禅師墨蹟 応永14年（1407） 軸装 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）
前期

14 ◎ 　紙本墨書大通禅師消息 応永15年（1408） 軸装 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）
後期

15 大通禅師墨蹟 応永16年（1409） 軸装 紙本墨書 佛通寺

16 伝 大通禅師袈裟（藍地裂） 中国・明時代 袈裟 絹帛 佛通寺

17 壊色袍衣箱

18 三陀羅尼 伝 愚中周及筆 室町時代 折本 紙本墨書 佛通寺

19 大通禅師硯 硯 佛通寺

20 国郡志御用ニ付下弾帖 文政3年（1820） 冊子 紙本墨書 佛通寺

21
佛通愚中年譜
（「神峯山誌」巻３・寅集）

江戸時代（寛文年間か） 冊子 木版 佛通寺

22 大通禅師語録
寛政５年（1793）初版
昭和13年（1938）版

冊子 木版 三原市歴史民俗資料館

第２章　佛通寺の興隆と支えた人々

23 □
覚隠真知棟札案
（佛通寺文書のうち）

応永23年（1416） 軸装 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

24 □
小早川常嘉（則平）禁制状
（佛通寺文書のうち）

応永23年（1416） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

25 □
清唯外三名連署規式
（佛通寺文書のうち）

応永30年（1423） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

26 □
清唯外三名連署規式
（佛通寺文書のうち）

応永30年（1423） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）
前期

27 □
清唯外三名連署規式
（佛通寺文書のうち）

応永30年（1423） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）
後期

28 宗綱禅師頂相 江戸時代 軸装 紙本著色 佛通寺

29 □
小早川常嘉（則平）書状
（佛通寺文書のうち）

応永31年（1424） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

写真
パネル

○ 石造宝篋印塔 原資料：室町時代
原資料：佛通寺

画像提供：三原市教育委員会

30 □
管領細川持之奉書
（佛通寺文書のうち）

嘉吉元年（1441） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

31 □
前管領畠山持国奉書
（佛通寺文書のうち）

文安２年（1445） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

32 □
紺紙金泥細字法華経
　附　木製漆塗六角経幢

伝 弘法大師筆 弘安６年（1283） 巻子装 紺紙金銀泥
佛通寺

（当館寄託）

33 □ 金剛般若波羅蜜経版木　第１４面 長禄３年（1459） 版木 板陽刻
佛通寺

（当館寄託）

34 △ 紙本著色小早川凞平像 東陽周寅賛 室町時代 軸装 紙本著色
佛通寺

（当館寄託）

35 □
佛通寺塔立柱馬人数注文写
（佛通寺文書のうち）

原本：寛正６年（1465） 一紙貼継 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

36 □
毛利元就禁制
（佛通寺文書のうち）

天文17年（1548） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

写真
パネル

◎ 紙本著色毛利元就像 原本：熙春龍喜賛 原本：天正19年（1591）賛
原本・画像提供：

毛利博物館

令和８年度秋の企画展「大本山佛通寺展」展示資料一覧

令和８年10月９日（金）～11月29日（日） ※ 前期：10月９日（金）～11月８日（日）後期：11月10日（火）～29日（日）



37 △ 紙本著色小早川隆景像 秀峯玄銛賛 慶長13年（1608） 軸装 紙本著色
佛通寺

（当館寄託）

38 □
小早川隆景制札
（佛通寺文書のうち）

永禄３年（1560） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

39 □
小早川隆景書状
（佛通寺文書のうち）

永禄9年（1566） 一紙 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

40 □
佛通禅寺住持記　報
（佛通寺文書のうち）

江戸時代 冊子 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

41 □ 木造佛通禅師坐像 応永32年（1425） 彫刻
ヒノキ材、寄木造、
玉眼嵌入、彩色

佛通寺

42 □ 木造大通禅師坐像 室町時代 彫刻
ヒノキ材、寄木造、
玉眼嵌入、彩色

佛通寺

43 御許山含暉禅院捴校割 宝暦９年（1759）頃 冊子 紙本墨書 佛通寺

44
春草堂詩抄　２（巻３・４）
（広島頼家関係資料）

天保５年（1834） 冊子 木版 頼山陽史跡資料館

写真
パネル

近世名家肖像図巻 原本：伝 谷文晁筆 原本：江戸時代
原本：東京国立博物館

（ColBase）

写真
パネル

◎
佛通寺含暉院地蔵堂
佛通寺開山堂

応永13年（1406）
明治９年（1876）再建

画像提供：佛通寺

写真
パネル

△
木造地蔵菩薩坐像
　附　飛天付透彫光背・天蓋・木造窟

原資料：佛通寺
画像提供：三原市教育委員会

45 □
福島正則合力米給与状
（佛通寺文書のうち）

慶長8年（1603） 一紙貼継 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）

写真
パネル

福島正則像（摸本） 原本：狩野養信筆 原本：天保８年（1837）
原本・画像提供：
東京国立博物館

46
安芸国佛通寺僧衆扶持方并
合力米之事

元和６年（1620） 一紙貼継 紙本墨書 佛通寺

写真
パネル

浅野長晟肖像画（模写） 原本：平成時代
原本・画像提供：

広島城

47 △ 紙本著色御許山勝興図 岡岷山筆 安永６年（1777） 巻子装 紙本著色
佛通寺

（当館寄託）

48 和漢三才図会　巻79 正徳２年（1712）自序 冊子 木版 当館

49 応真堂巻 江戸時代 巻子装 紙本著色・墨書 佛通寺

50 春風翁詩集　巻９ 江戸時代 冊子 紙本墨書 個人

写真
パネル

頼春風肖像画 原本：江戸時代
原本・画像提供：

頼山陽史跡資料館

51 菅茶山・日謙詩文額
菅茶山：文政３年（1820）
日謙：天明８年（1788）

額 絹本墨書 佛通寺

写真
パネル

◎
菅茶山肖像画
（菅茶山関係資料）

原本：岡本花亭賛 原本：天保３年（1832）賛 原本：当館

第３章　佛通寺の書画

52 釈迦八相図 室町時代 軸装 絹本著色 佛通寺

53 釈迦三尊十六善神図 室町時代 軸装 絹本著色 佛通寺

54 観音図 大岡春卜筆 宝暦10年（1760） 軸装 紙本墨画 佛通寺 前期

55 文字観音図 加藤信清筆 江戸時代 軸装 紙本著色 佛通寺 後期

56 五百羅漢図　第７ 室町時代 軸装 絹本著色 佛通寺

57 布袋図 千畝周竹賛 宝徳２年（1450） 軸装 絹本著色 佛通寺

58 虎渓三笑図 維明周奎筆 江戸時代 軸装 紙本墨画 佛通寺

59 花卉図 伝 銭舜挙筆 中国・明時代 軸装 絹本著色 佛通寺 前期

60 栗鼠図 伝 徽宗筆 室町時代 軸装 絹本著色 佛通寺 後期

61 紺色縑金泥字
茅瓉 撰
周文燭 撰

明・嘉靖27年（1548） 軸装 絹本金泥 佛通寺 前期

写真
パネル

頼春水像
（広島頼家関係資料）

原本：江戸時代
原本・画像提供：

頼山陽史跡資料館
前期

62 □
住持記
（佛通寺文書のうち）

江戸時代 冊子 紙本墨書
佛通寺

（当館寄託）
前期

63 寰海禅師詩 頼春水 後序 明和４年（1767）後序 冊子 木版 三原市歴史民俗資料館 前期

64
春水遺稿別録　師友志
（広島頼家関係資料）

文政11年（1828）成立 冊子 木版 頼山陽史跡資料館 前期

65 □
琴棋書画図
（含暉院障壁画のうち）

雲谷等顔筆 桃山時代 軸装 紙本墨画淡彩
佛通寺

（当館寄託）
前期

66 □
団扇図
（含暉院障壁画のうち）

雲谷等顔筆 桃山時代 軸装 紙本金地墨画
佛通寺

（当館寄託）
後期

67 □
行体山水図
（含暉院障壁画のうち）

雲谷等顔筆 桃山時代 軸装 紙本墨画淡彩
佛通寺

（当館寄託）
後期

写真
パネル

□
納め箱
（含暉院障壁画の附）

原資料：文化11年（1814）
原本：佛通寺
（当館寄託）

エピローグ　佛通寺の近代と受け継がれる寺宝

68(写真

パネル）
公文類聚　第29編 原本：明治38年（1905） 原本：国立公文書館

◎ 重要文化財　　○ 重要美術品　　□ 県指定文化財　　△ 市指定文化財


